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２
～
３
日
前
、
湯
川
君
か
ら
持
経
行
の
提
案
が
あ
っ
た
。
一
か
月
程
行
っ
て

な
い
し
両
小
屋
、
奥
駈
道
、
池
郷
林
道
の
状
態
も
気
に
な
る
。
そ
し
て
、
１
６

９
号
線
の
崩
土
通
行
止
も
長
期
と
な
る
よ
う
で
、
し
ば
ら
く
は
村
吉
、
梶
野
の

両
氏
も
訪
問
は
無
理
だ
ろ
う
と
思
い
実
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

８
時
半
過
ぎ
に
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
着
く
。
ト
イ
レ
清
掃
に
来
た
若
者

の
話
で
は
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
早
く
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
、

来
村
客
も
さ
っ
ぱ
り
で
、
橿
原
市
へ
行
く
の
も
十
津
川
か
三
重
県
回
り
と
な
り
、

従
来
の
倍
の
時
間
が
必
要
、
な
ど
と
ぼ
や
い
て
い
た
。
今
か
ら
池
郷
林
道
に
乗

入
れ
持
経
宿
に
行
く
と
言
っ
た
ら
、
び
っ
く
り
し
て
い
た
。 

 

池
郷
林
道
は
ゲ
ー
ト
ま
で
１
９
分
で
着
く
。
小
石
の
落
石
は
あ
る
が
い
つ
も

と
同
様
だ
。
そ
の
先
も
持
経
宿
ま
で
も
３
０
分
強
で
着
い
た
。
７
～
８
回
降
車

し
て
落
石
処
理
し
た
が
、
大
物
や
多
数
の
落
石
は
な
か
っ
た
。
計
１
時
間
弱
だ

っ
た
。 

持
経
宿
不
動
堂
の
窓
を
半
開
き
に
し
て
風
を
通
す
。
薪
も
あ
ま
り
減
っ
た
様

子
が
な
く
、
来
宿
者
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
す
ぐ
平
治
宿
へ
出
発
、
千
年
檜
の

祠
も
風
を
通
す
。
１
時
間
６
分
で
平
治
宿
に
着
く
。
途
中
直
径
１
５
㎝
位
の
斜

木
一
本
を
処
理
し
た
が
平
常
通
り
だ
。 

昨
日
か
な
り
の
風
が
吹
い
た
た
め
か
、
屋
根
上
の
煙
突
上
部
の
Ｈ
型
が
針
金

１
本
で
小
屋
横
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
修
理
し
よ
う
に
も
屋
根
上
に
う
っ
す

ら
雪
が
残
り
滑
り
や
す
く
、
登
る
の
は
危
険
な
の
で
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
禁
止
に

し
た
。
こ
こ
も
正
月
を
は
さ
ん
で
の
利
用
は
な
か
っ
た
様
だ
。
ほ
か
に
異
常
も

認
め
ら
れ
ず
３
０
分
弱
で
引
き
上
げ
た
。 

 

 
 

 

  

１
時
間
の
歩
行
で
持
経
宿
へ
戻
り
、
昼
食
を
と
る
。
午
後
は
持
参
の
ス
ノ
コ

を
毛
布
下
に
セ
ッ
ト
し
、
風
通
し
よ
く
す
る
処
理
を
行
う
。
主
目
的
も
ク
リ
ア

ー
し
下
山
帰
宅
し
た
。 

今
年
コ
ロ
ナ
も
沈
静
化
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
映
も
あ
り
、
多
く
の
来
山
者
が
予

想
さ
れ
る
が
、
国
道
１
６
９
号
線
の
崩
土
通
行
止
め
が
、
ど
の
程
度
影
響
あ
る

か
不
透
明
だ
。 
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